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1　文化サロンとしての内山書店
　かつて上海にあった内山書店（1917 〜 45 年）が、日中の交流史において果たした役割の大
きさは、改めて力説するまでもない。その始まりは、内山完造の妻・美喜が、1917 年に自宅
に書物を並べたことに始まる。1924 年には近くの家を買い取り、独立した店舗の体裁を調える。
やがて書店の一角に椅子とテーブルを置き、お茶を出すようになった。内山書店は、書物を販
売する書店としての枠組みを超え、人々をつなぐ文化サロンとしての役割を果たしていくので
ある。
　この内山サロンの常連から生まれたのが〈文芸漫談会〉である。内山完造の『花甲録』1 に
よれば、それは 1922 年の事とされる。医師でゲーテ研究者の石井政吉、劇評家の升屋治三郎
らがその中心メンバーであり、欧陽予倩や田漢らと夜を徹して語り合ったという。
　〈文芸漫談会〉の実体については分らないことが多い。そうした中〈文芸漫談会〉とも重な
り合うメンバーによる〈支那劇研究会〉が結成され、1924 年 9 月には雑誌「支那劇研究」が
創刊された。編輯・発行人を内山完造が引き受けている。文化サロンとしての内山書店の活
動の一端が、外部に向けて発信された例といえよう。「支那劇研究」の第 4 輯（1925 年 10 月）
では、日本公演を行った緑牡丹の観劇記も載っており、坪内士行らの寄稿もある。雑誌の発行
は上海であるが、日本の研究者とも連携していることがわかる。
　そして同じく内山完造を編輯・発行人として 1927 年に〈文芸漫談会〉の機関誌として創刊
されたのが「萬華鏡」である。この「萬華鏡」に関しては、大橋毅彦2が、創刊号と第 4 巻第
2 号の 2 冊を紹介しつつ論じている。和田博文ほか編『上海の日本人社会とメディア』3 でも立
項されているが（宮内淳子執筆）、同じ 2 冊以外の情報は少ない。今回、全てではないが、ま
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とまった冊数を実見することが出来たので、その内容について報告したい。
2　機関誌「萬華鏡」
　今回報告の対象となるのは、「萬華鏡」の創刊号から第 3
巻第 4 号までの 10 冊である（筆者蔵）。この間、11 冊が刊
行されたと考えられるが、残念ながら第 3 巻第 3 号が欠号
となっている。また、創刊号の 23・24 頁が落丁である。
原本の現状は、10 冊が 1 冊に合本され厚紙の表紙が付けら
れている（図 1）。元の表紙・裏表紙を含めて綴じられてい
るが、そのため背表紙を確認することが出来ない。第 2 巻
第 3 号の表紙・裏表紙が欠けているが、これは合本の表紙・
裏表紙に貼り付けられて利用されたと考えられる。合本の
背表紙には「萬華鏡　升屋治三郎」の文字が刻印されてい
る。升屋は、「萬華鏡」同人の一人であり、熱心な寄稿者
でもあった。しかし、雑誌は、彼一人の著作物ではない。
とするとこの合本は、升屋自身または升屋の依頼によって
作成されたものであり、升屋の旧蔵本だった可能性がある。4
　創刊号の編輯兼発行人は、内山完造。以後、内山が発行人であることに変更はない。編輯人
は、第 2 巻第 1 号で石井正一（政吉の誤植か）となり、第 2 巻第 2 号から第 4 号まで奥付に編
輯人の記載がない。第 3 巻第 1 号からは中島洋一郎（秋元二郎）が編輯人となっている。発行
所は、内山書店である。定価は 2 角、第 2 巻第 3 号から 4 角になっている。
　雑誌の性質については、「『万華鏡』は只に文芸雑誌に止らずしてあらゆる種類の芸術雑誌に
したい希望を持つてゐるそしてそれがあく迄も上海―支那―で生れたものとしての特色を持つ
て……」（創刊号「編輯の言葉」より）という文章が表しているだろう。同人がそれぞれ一頁
ずつ原稿を寄せて毎月刊行される決まりで、会費は「墨銀一弗」とある。とはいえ、原稿の集
まりは芳しくなかったようで、予定通りに毎月刊行されてはいない。また一頁の枠を超えた投
稿も多くみられる。
　創刊号に掲載された同人名簿は以下の通りである。
岩本素人　　石井淡水　　高杉悌一郎　　石井政吉　　▲松崎千代子　　山口慎一　　
上野文雄　　秋元二郎　　王独清　　岡野六郎　　田漢　　▲大西秀治　　松島よしひで　　
沙河田寛　　▲小島定巳　　▲寺田範造　　エフ・ピサロ　　白水真澄　　安藤文生　　
桂日佐夫　　中野茂生　　若草伸太郎　　長澤登之助　　島津四十起　　升屋治三郎　　
鄭伯奇　　▲西山信夫　　郁達夫　　杉本勇　　▲後藤和夫　　▲山崎九郎　　胡兒
　名簿には 32 名の名前がある。しかし石井淡水は石井政吉の雅号であるし、胡兒は升屋治三
郎の別名である。つまり水増しがされており、実質は 30 名か、あるいはそれ以下である。ま
た、内山完造は創刊号から文章を寄せているが、同人名簿には入っていない。第 2 号には、同
4 創刊号の落丁が升屋の文章の部分であり、升屋の別名胡兒の文章に鉛筆による訂正があることも、升屋の旧蔵で
あった可能性をうかがわせる。
図 1　合本の表紙と背
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じ 32 名の名簿が掲載されている。その後第 3 号には名簿が無く、第 2 巻第 1 号の名簿では、
▲を付けた 7 名が削除され、内山完造のペンネームである〈烏起山〉が加わって 26 名になっ
ている。これ以降同人名簿は掲載されていない。雑誌には同人以外の寄稿も多く、同人組織そ
のものが有名無実化していたとも推測される。
　第 3 巻第 4 号の後「萬華鏡」は、いつまで刊行されたのだろうか。前出大橋毅彦論文等で、
第 4 巻第 2 号（1930 年 4 月）の刊行が確認されている。未確認だが、第 4 巻第 1 号が刊行さ
れたことは間違いなかろう。したがって、合冊に欠けている第 3 巻第 3 号を含めて、少なくと
も 13 冊は刊行されたと推定できる。
3　「萬華鏡」掲載作品の概要
　次ぎに「万華鏡」掲載作品について見ていこう。
　文芸漫談会のパトロンである内山完造は、本名の他、烏起山、烏其山などの名義で文章を寄
せている。烏起山名義の「此の一パイが」（第 3 号）では、炎天下、街のあちこちに自由に飲
める茶桶を置く上海の市民の心遣いに触れ、「私は思ふ／こんなのがホントの社会事業である
と」と結ぶ。内山の文章では、車夫や苦力など、上海に住む中国人の姿をとらえた文章が多い。
この後『生ける支那の姿』（学芸書院 1935）など「漫文」と呼ばれる文章を集めた複数の著書
がある内山の基本的姿勢である。
　創刊号冒頭を飾るのは、山口慎一「中国文学界に希望すること」である。山口は後に大内隆
雄の名前で評論家・翻訳家として活躍することになるが、この時点では東亜同文書院の学生で
あった。彼の文章を巻頭に持ってきたのは期待のあらわれであろう。文芸批評の確立と文学が
新聞・雑誌・劇場などのメディアを獲得することを主張している。東亜同文書院を卒業し、大
連へ赴任するにあたっては、「訣別」（第 3 巻第 2 号）という小文を寄せ、赴任先からも「大連
雑詠」（第 3 巻第 4 号）を寄稿している。また、「魯迅氏の「阿 Q 正伝」に就いて」（第 2 巻第
4 号）では、日本語訳を待望するとしている。丸山昇5 は、山口慎一の「支那の小説二十三」（「満
蒙」1929.8）が日本人で阿 Q に触れた最初の文章ではないかとするが、それよりも半年以上早い。
　雑誌の初期の号で目立つのは、短歌・俳句や詩である。第2巻第1号は、「詩歌特輯号」をうたい、
井東憲・臼田亞浪・西村陽吉など同人外からも積極的に寄稿を得ている。井東憲は、この特輯
号が出た直後の 1928 年 1 月に上海から日本に帰国しているが、10 月 28 日には東亜酒楼で文
芸漫談会主催の送別会が行われたことが第 3 号の編輯後記に載っている。西村陽吉は、石川啄
木『一握の砂』や斎藤茂吉『赤光』の出版で知られる東雲堂の主人である。自らも歌人として
活躍し、口語短歌を提唱した。この特輯号にも「新しい市街が出来る　誰のために出来る市街
か人も知らない」といった口語・自由律による作品を寄稿している。編輯後記によれば、西村
陽吉の手紙には「萬華鏡」の歌が「けるかも」なのはおかしい、上海のローカルカラーを出す
べきとの指摘があったことが記されている。和歌の伝統をこわすものが上海から出て来ること
を期待している。
　先に引用した創刊号の「編輯の言葉」にある通り、「萬華鏡」は文芸雑誌にとどまらず、あ
らゆる芸術に門戸を開こうとしていた。創刊号では絵画作品の写真版が 4 点掲載されている。
5 丸山昇『ある中国特派員―山上正義と魯迅』（田畑書店 1997.6）
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油彩画と思われるが、白黒で印刷としては余り良くない。だが本文とは別紙の光沢のある紙を
使用している。同様に第 3 号も別刷りで写真作品を掲載している。当時流行したソフトフォー
カスによる〈芸術写真〉の一例である。後記には、上海の〈光画研究会〉の協力を得たとある。
アマチュアカメラマンの集まりと推定されるが、碓氷呼和美は「アサヒカメラ」にも入選作が
あるようだ。また、第 3 号の後記には、上海に映画研究会が出来たとの記事があり、毎月 1 回
映画の鑑賞会を開くとある。第 2 巻第 3 号から（SHADOW・LAND）というコーナーが設置
され、映画の記事が増えていくが、映画研究会のメンバーによるものと推定される。〈文芸漫
談会〉そのものを含め、上海には芸術愛好家のグループが複数あって、「萬華鏡」がそれら愛
好家グループをつなぐ結節点となっているである。
　そうした中で印象的なスケッチを寄せている豊子愷は、中国での「漫画」（一コマの諷刺画）
の創始者とされ、別格と言えよう。豊子愷は、1921 年に日
本への留学経験があり、竹久夢二の諷刺画に影響を受けた。
「某父子」（図 2）では、洋装の息子と昔ながらの服装の父
親が並べて描かれる。戦後、豊子愷と再会した内山完造の
文章6では、かつて『漱石全集』を購入して貰った時の思い
出が語られている。
　ここで、表紙の装幀と一人の画家について触れておこう。
創刊号以来、表紙には西洋の木版画らしき画像を用いてい
た「萬華鏡」であるが、第 2 巻第 2 号よりパン・ウルガワ
なる人物が装幀を担当するようになる。パン・ウルガワ、
またの名を宇留河泰呂（本名・宮崎辰親　1901 〜 1986）
という。「三科」の画家であり、1925 年には前衛的な雑誌「ゲ
エ・ギムギガム・プルルル・ギムゲム」（GGPG）の同人に
加わっている。1927 年に上海に渡って来た。
　パン・ウルガワによる第 2 巻第 2 号の表紙は、中央にパラソルと人物をあしらったシンプル
なものだったが、次号の編輯後記には、画家本人の意図とは異なって絵が小さかったことを詫
びる記述がある。その失敗を受けてか、第 2 巻第 3 号の表紙（図 1 参照）は、「萬華鏡」のタ
イトルを含めて表紙全面をパン・ウルガワの絵が埋めている。絵柄は 2 人の人物のようにみえ
るが、手足から上方に線が出ており、操り人形を描いたものである。さらに注目すべきは、「萬
華鏡」のタイトルに「LA KALEIDOSKOPO」とエスペラントが添えられている。第 2 巻第 2
号に彼（パア、ウウ）が寄せた文章のタイトル「LA FABELOJ DE PAN」もエスペラントで
ある。
　第 2 巻第 3 号の表紙はインパクトがあるが、それにとどまらず、扉絵、目次のカットやそれ
ぞれの文章のタイトルカットなど、広告も含めた雑誌丸ごとがパン・ウルガワのデザインとな
る。それまでの「萬華鏡」の単調な誌面デザインが、ここで一気にモダンな雰囲気になる。パン・
ウルガワによる表紙は、第 3 巻第 1 号から絵柄が変わる。正方形の四辺に 16 のマス目が作ら
れ、マス目の中に射手座や蟹座といった星座やハサミやグラスなどの図像が描かれている。12
星座とすると無いものもあるし、図像の選択に特に意味は無さそうである。第 2 巻第 3 号には、
6 内山完造「豊子愷」（『花甲録』岩波書店 1960.9 所収）
図 2　豊子愷　「某父子」
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パン・ウルガワの〈コメツト図案社〉の広告が掲載されており、連絡先は内山書店となってい
る。ちなみに〈コメット〉というと稲垣足穂を連想するが、足穂も GGPG の同人だった。
　第 2 巻第 3 号からは（る・しや・のあある）（SHADOW・LAND）の 2 コーナーが始まる。
前者は、現代風俗に関する短文を集めたコーナーである。パリ最古のキャバレーとして「ル・
シャ・ノワール」（1882）が有名だが、上海で最初のダンスホール「黒猫舞庁」にちなんだ名
称であろう。後者は前述したように映画に関するコラムを集めている。第 3 巻第 2 号には、埋
め草に（APRIL FOOL）というタイトルが付けられている。また第 3 巻第 4 号は、「編輯後記」
の後に（のん・しゃらん）というページが続き、主に同人のゴシップが集められている。紙も
本文とは異なる黄色の用紙である。編集上の統一感より、アイディアをすぐに取り入れるといっ
た様子が見られる。
　以上、10 冊を概観してきた。欠号となっている第 3 巻第 3 号であるが、前号の予告では、
中国の演劇についての特集（評論と翻訳）になる予定だった。しかし、第 3 巻第 4 号の後記で
は編者の旅行などの事情で普通号になったという。
　本稿では、スペースの関係もありそれぞれの作品の内容まで踏み込むことができなかった。
今後の課題としたい。
附「万華鏡」細目（創刊号〜第 3巻第 4号）
＊〔　〕内は筆者による注記、〔数字〕は該当するページ
◆創刊号　1927 年 7 月
〔表紙〕〔人物図 1〕
〔表紙ウラ〕〔広告　内山書店〕
〔目次〕
〔目次ウラ〕〔広告　トーマス洋服店〕
山口慎一「中国文学界に希望すること」〔1〕
岩本素人「〔無題〕」〔2〕
上野文雄「静かな海」「時は過ぎゆく」〔詩〕〔3〕
石井淡水「母上に」〔短歌〕〔4〕
喜多青磁「あらはれ」〔短歌・短詩〕〔5〕
内山完造「一杯のお粥」〔6〕
山口秀三郎「壺」〔絵画写真版〕別刷りオモテ〔6 と 7 の間〕
清水董三「虹橋路」〔絵画写真版〕別刷りウラ
本山石鳥「支那漫歩録」〔7〕
白水真澄「梅雨集」「街上所見」〔短歌〕〔8〕
野元純彦「南京詠草」〔短歌〕〔9〕
碓居正雄「サイコアナリセス」〔10〕
安藤不美雄「問答一つ」〔11-12〕
杉本勇「〔無題〕」〔詩〕〔13〕
松島よしひで「山路」〔詩〕〔14-15〕
島津四十起「嘆は空間を襲ふ」〔詩〕〔16〕
高杉悌一郎「上海風景十一首」〔短歌〕〔17〕
中野茂樹「闇路を走る」〔詩〕〔18-20〕
若草伸太郎「上海の GLIMPSE（その一）　ある踊り子
の日誌」〔21-22〕
升屋治三郎「Un Danseur Malger Lui」〔23-24〕〔落丁〕
長澤登之助（櫻郎）「悔ひ」〔短歌〕〔25〕
秋元二郎「女」〔26〕
胡兒「9 と 11」〔27〕
エフ・ピサロ「或る夜の幻想」〔28〕
やまがた「臥牛庵隨筆」〔29-30〕
茨木完「蘇州の秋」〔絵画写真版〕別刷りオモテ〔30
と 31 の間〕
大島亮治「徐家滙」〔絵画写真版〕別刷りウラ
静観逸人「孫さんの話（一）」〔31-34〕
王独清「上海の夏」〔中文〕〔35〕
鄭伯奇「梅雨の思出」〔36-38〕
〔裏表紙ウラ〕編輯の言葉
◆第 2 号　1927 年 9 月
〔表紙〕〔人物図 1〕
〔表紙ウラ〕〔広告　内山書店〕
〔目次〕〔1〕
鄭伯奇「我等が歩み　―山口氏の御希望に応う―」〔2-3〕
高杉悌一郎「現代風景」〔4〕
石井淡水「盆に近く」〔短歌〕〔5〕
胡兒「尾になる話」〔6-7〕
安藤文生「痴語」〔8-9〕
杉本勇「女・爪・男」〔詩〕〔10〕
白水真澄「田舎に住むと蛙の声がなつかしい」〔短歌〕
〔11〕
升屋治三郎「“Les Precieues Plaisante”」〔12-15〕
島津四十起「短詩」〔16〕
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喜多青磁「枇杷黄菓子荒」〔17〕
岡野六郎「泣き顔（一）」〔18〕
豊子愷「散市（スケツチ）」〔19〕
起山「二杯の残飯」〔20〕
○○生「水母は正義の歌をうたつた」〔21-22〕
山口慎一「満州風景―スケツチ的寓話―」〔23〕
中野茂樹「或日の黄浦江」〔詩〕〔24-25〕
静観逸人「孫さんの話（二）」〔26-27〕
編者の言葉〔28〕
〔裏表紙ウラ〕〔広告　トーマス洋服店〕
◆第 3 号　1927 年 11 月
〔表紙〕〔人物図 1〕
〔表紙ウラ〕〔広告　内山書店〕
〔目次〕〔1〕
王独清「Seine 河辺之冬夜」〔中文〕〔2-3〕
安藤文生「恋」〔4〕
烏起山「此の一パイが」〔5〕
鄭伯奇「革命及びその他」〔6-7〕
姚裊雨「申城工尺譜」〔8〕
碓氷呼和美「豆の花」〔写真〕別刷りオモテ〔8 と 9 の間〕
碓氷呼和美「柱」〔写真〕別刷りウラ
宮崎和生「西門外」〔9〕
胡兒「旅愁」〔10-11〕
升屋治三郎「怪談―ある舞妓の対話―」〔12-13〕
山口慎一「狼は野に行くか―朝鮮の文学を読む―」〔14〕
F.Ueno「Sweet Flowing of Love」〔英語〕〔15〕
臥牛庵主人「臥牛庵隨筆」〔16〕
Y 生「髪的革命與頭的革命」〔中文〕〔17〕
豊子愷「某父子（漫画）」〔18〕
杉本勇「秋香」〔詩〕〔19〕
高杉悌一郎「紡績従業者の歌へる」〔20〕
下里恵以司「静物」（写真）別刷りオモテ〔20 と 21 の間〕
碓氷呼和美「芙容」（写真）別刷りウラ
秋元二郎「創子」〔21-23〕
中野茂樹「どん底の生活」〔24〕
島津四十起「腹を立てゝる」〔25〕
長澤櫻郎「あの頃のピアノ」〔詩〕〔26〕
静観逸人「孫さんの話（三）」〔27-29〕
NEWS & NOTES〔30〕
〔裏表紙〕〔広告　トーマス洋装店〕
◆第 2 巻第 1 号　1927 年 12 月　新年号　詩歌特輯号
〔表紙ウラ〕〔広告　内山書店〕
〔目次〕〔1〕
井東憲「上海名物詩のうちより　ピストルの夜」〔詩〕〔2〕
臼田亞浪「短日抄」〔短歌〕〔3〕
西村陽吉「祭日の神経」〔短歌〕〔4〕
若草伸太郎「帰国―わが歌友におくる―」〔短歌〕〔5〕
穆羅茶「A.R.F.」〔中文〕〔6-7〕
張若谷「到法国去」〔中文〕〔8〕
碓氷呼和美「鉢」〔写真〕別刷りオモテ〔8 と 9 の間〕
碓氷呼和美「店頭静物」〔写真〕別刷りウラ
杉本勇「華麗なフイルム」〔詩〕〔9〕
姚裊雨「青袗」〔詩〕〔10-11〕
升屋治三郎「ごるふ大名―若柳吉三郎師に贈る―」「「ご
るふ大名」覚え書」〔12-13〕
山本初枝「晩秋雑詠」〔短歌〕〔14〕
石井淡水「母病みたまふ」〔短歌〕〔15〕
安藤文生「ひととせ」〔短歌〕〔16〕
上野文雄「船錆」〔短歌〕〔16-17〕
臥牛庵「涼風」〔短歌〕〔17〕
山口慎一「ふりかへる」〔短歌〕〔18〕
蓮沼十箕（蕪湖）「桃沖の秋」〔俳句〕〔19〕
指月女「秋題雑」〔俳句〕〔20〕
土居老岳「晩秋雑吟」〔俳句〕〔21〕
藤川光一「〔無題〕」〔短歌〕〔22〕
木村三穂「〔無題〕」〔俳句〕〔23〕
合田静也「投吟」〔俳句〕〔24〕
大和撫子「近詠」〔俳句〕〔25〕
山口晴峰「雑吟」〔俳句〕〔26〕
あだち省吾「冬日低唱」〔俳句〕〔27〕
島津四十起「一滴」〔短歌〕〔28〕
碓氷呼和美「朝」〔写真〕別刷りオモテ〔28 と 29 の間〕
碓氷呼和美「木の葉と甕」〔写真〕別刷りウラ
烏起山「詩」〔29-30〕
胡兒「秦淮夜話」〔31-32〕
秋元二郎「創子」〔33-35〕
編輯後記〔36〕
〔裏表紙〕〔広告　トーマス洋装店〕
◆第 2 巻第 2 号　1928 年 4 月
〔表紙〕〔パン・ウルガワ　パラソルと人物〕
〔表紙ウラ〕〔広告　内山書店〕
〔目次〕〔1〕
王独清「帰不得」〔中文〕〔2〕
伊保像「支那婦人の纏足せざるもの」〔3-5〕
烏起山「飲酒」〔6〕
「ダヌンチオ　森君」「ムツソリーニ　国民座　坪内先
生」〔舞台写真〕別刷りオモテ〔6 と 7 の間〕
碓氷呼和美「納屋小景」〔写真〕別刷りウラ
島津四十起「猫」〔俳句〕〔7〕
姚裊雨「詩二篇」〔8〕
〔筆者不明〕「〔無題〕」〔短詩〕〔9〕
豊子愷「黄包車」〔スケッチ〕〔10〕
山名一雄「K・K・O」〔11〕
パア、ウウ「LA FABELOJ DE PAN」〔11-12〕
碓氷呼和美「写真漫談」〔12-13〕
孫寓人作　山口慎一訳「母の嫁せし夜」〔13-16〕
安藤文生「日記から」〔16-17〕
秋元二郎「創子」〔17-19〕
升屋治三郎「逃れ行く女」〔20-24〕
明石博臣「誕生するもの」〔戯曲〕〔24-36〕
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下里恵以司「未来の大上海」〔写真〕別刷りオモテ〔30
と 31 の間〕
碓氷呼和美「水郷印象」〔写真〕別刷りウラ
〔裏表紙ウラ〕編者の言葉
〔裏表紙〕〔広告　トーマス洋装店〕
◆第 2 巻第 3 号　1928 年 7 月
〔表紙〕〔＊合本の表紙　パン・ウルガワ　操り人形〕
〔広告　トーマス洋装店〕
〔目次〕〔見開き　カット、パン・ウルガワ〕
〔広告　パン・ウルガワ　モダン展覧会／コメット図案社〕
〔扉〕〔パン・ウルガワ画〕
烏起山「売分芽豆」〔2〕
姚裊雨「汽笛―外四篇―」〔3〕
山口慎一「淫売窟風景　ほか一篇」〔4〕
山懸初男「臥牛庵隨筆」〔5〕
豊子愷「隣人」〔スケッチ〕〔6〕
山本初枝「山に登りて」〔短歌〕〔7〕
島津四十起「清子はずつと病気だ」〔短歌〕〔8〕
（る・しや・のあある）〔9-15〕
　元来空「貨幣より見たる支那」
　宮崎和生「日本土産」
　山名一雄「生きることなど」
　升屋治三郎「春の踊」
　梢之介「たらんてら（PRESTO）」
　岡福子「ちよいとした話」
「sos（1）」〔15〕
（SHADOW・LAND）〔16-21〕
　すずき・のぼる「チヤールス　チヤツプリンの姿」
　武田雅朗「フワン・ふわん・腑腕」
　杵間伍郎「我田引水的な言葉かも知れないが」
　紫村浩二郎「まんだん行進曲」
パン・ウルガワ「青い牙喇斯でこさえた航路」〔22-25〕
升屋治三郎「或る恋情」〔26-32〕
「sos（2）」〔32〕
カ・スコツト「六月六日」〔33-34〕
「sos（3）」〔34〕
夏杵文郎「上京以後」〔35-38〕
「sos（4）」〔38〕
秋元二郎「創子」〔39-43〕
〔囲み記事〕萬華鏡事業部の開設　〔43〕
編輯後記　〔44〕
〔裏表紙〕〔＊合本の裏表紙〕〔広告　オリエンタルゴル
フ公司〕 
◆第 2 巻第 4 号　1928 年 10 月
〔表紙〕〔パン・ウルガワ　操り人形〕
〔表紙ウラ〕〔広告　内山書店〕
〔広告　クラオン写真館〕
〔目次〕〔見開き　カット、パン・ウルガワ〕
〔『虹色の書』刊行予告〕
〔扉〕〔パン・ウルガワ画〕
都路多景湖「唐朝婦女化粧考」〔2-9〕
島津四十起「清ちやんの霊に」〔10-12〕
起山「解けた謎」〔13〕
升屋治三郎「時流明園申園賽狗譚」〔14-17〕
（SHADOW・LAND）〔18-23〕
　武田雅朗「大河内伝次郎論」
　すずき・のぼる「モボ何れを選ぶや」
　ミズノ・セーコー「昔の映画時代」
（る・しや・のあある）〔24-29〕
　臥牛庵老人「臥牛庵隨筆」
　大日和尚「孤客独吟」
　山本初枝「旅中雑記」
　山口慎一「魯迅氏の「阿 Q 正伝」に就いて」
　都路多景湖「梨園徒然草」
胡兒「N さんの感傷」〔30〕
秋元二郎「創子」〔31-36〕
Apres La Compilation〔36-37〕
◆第 3 巻第 1 号　1929 年 2 月
〔表紙〕〔パン・ウルガワ　星座など〕
〔表紙ウラ〕〔広告　内山書店〕
〔広告　オリエンタルゴルフ公司　トーマス洋服店〕
〔目次〕〔見開き〕
〔広告　クラオン写真館〕
〔扉〕〔パン・ウルガワ画〕〔1〕
胡兒「角觝戯略考」〔2-5〕
堀木貞一「ベートーヴエンとゲーテとの会見」〔6-8〕
臥牛庵主人「雲南の剣侠」〔9-13〕
豊子愷「衆生（草画）」〔14〕
升屋治三郎「上海文壇　列仙伝（その一）」〔15-19〕
烏起山「一個無冠の帝王」〔20-21〕
指月「高野山の秋」〔俳句〕〔22〕
石井淡水「崑山に遊ぶ」〔短歌〕〔23-24〕
姚裊雨「詩二篇」〔25〕
島津四十起「安ぽい昼」〔26-27〕
（る・しや・のあある）〔28-34〕
　小雨生「「Punch」に就て」
　しげつ「阿倍野から」
　堀めぐみ「追従敬白」
　朱雀金吾「影戯教科書―女優志願者須知―」
秋元二郎「黎明」〔35-40〕
安藤文生「曝らす」〔41-46〕
馮乃超作・升屋治三郎訳「喜劇　県長（三幕）」〔47-52〕
〔裏表紙ウラ〕〔編輯後記〕
◆第 3 巻第 2 号　1929 年 4 月
〔表紙〕〔パン・ウルガワ　星座など〕
〔表紙ウラ〕〔広告　内山書店〕
〔広告　オリエンタルゴルフ公司　トーマス洋服店〕
〔目次〕〔見開き　カット、パン・ウルガワ〕
〔広告　クラオン写真館〕
〔扉〕〔パン・ウルガワ画〕
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姚裊雨「汽笛―外四篇―」〔3〕
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姚裊雨「詩二篇」〔25〕
島津四十起「安ぽい昼」〔26-27〕
（る・しや・のあある）〔28-34〕
　小雨生「「Punch」に就て」
　しげつ「阿倍野から」
　堀めぐみ「追従敬白」
　朱雀金吾「影戯教科書―女優志願者須知―」
秋元二郎「黎明」〔35-40〕
安藤文生「曝らす」〔41-46〕
馮乃超作・升屋治三郎訳「喜劇　県長（三幕）」〔47-52〕
〔裏表紙ウラ〕〔編輯後記〕
◆第 3 巻第 2 号　1929 年 4 月
〔表紙〕〔パン・ウルガワ　星座など〕
〔表紙ウラ〕〔広告　内山書店〕
〔広告　オリエンタルゴルフ公司　トーマス洋服店〕
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上海・内山書店と文芸漫談会
胡兒「歌舞と音楽の濫觴」〔2-8〕
寒松「漢民族に就ての史的考察」〔9-13〕
烏起山「お互ひさま」〔14-15〕
姚裊雨「彼女（他四篇）」〔15-16〕
姜酈明「ある風景」〔16〕
寒松「一月二十五夜　文芸漫談会席上即事」〔中文〕〔17〕
島津四十起「朧」〔18-19〕
石井淡水「寂日抄」〔短歌〕〔19〕
（行く人送る人）〔20-22〕
　金子光晴「上海」
　寒松「奉送」〔中文〕
　山口慎一「訣別」
升屋治三郎「上海文壇　列仙伝（二）」〔23-25〕
吉田亨「升屋治三郎論」〔25-28〕
（る・しや・のあある）〔29-32〕
　（上海風物詩　一人一景）
　姚裊雨「税関碼頭」
　しよ、う生「北四川路夜景」
　秋元二郎「バンド風景」
　胡兒「法界漫歩」
　升屋治三郎「文路界隈」
〔肥後甚句　囲み記事〕〔32〕
喜多青磁「後庭相聞」〔33-34〕
臥牛庵「塩鰤」〔35-37〕
（APRIL FOOL（1））〔37〕
朱雀金吾「申江風景画」〔38-42〕
（APRIL FOOL（Ⅱ））〔42〕
小雨「影絵　遊心」〔43-47〕
（APRIL FOOL（Ⅲ））〔47〕
吉田亨「マドラスと女の写真」〔48-51〕
（APRIL FOOL（Ⅳ））〔51〕
姚裊雨「曲芸団戯書」〔52-53〕
（APRIL FOOL　Y
ママ
）〔53〕
秋元二郎「創子」〔54-57〕
（APRIL FOOL〔Ⅵ〕）〔57〕
馮乃超作・升屋治三郎訳「喜劇　県長（三幕）」〔58-68〕
（APRIL FOOL（Ⅶ））〔68〕
〔裏表紙ウラ〕編輯後記〔69〕
◆第 3 巻第 3 号　1929 年 7 月〔欠〕
◆第 3 巻第 4 号　1929 年 10 月
〔表紙〕〔パン・ウルガワ　星座など〕
〔表紙ウラ〕〔広告　内山書店〕
趙今燕〔漢詩〕
〔目次〕〔見開き〕
Eunice Tietjens〔アメリカ詩人の詩〕
〔扉〕〔パン・ウルガワ画〕〔1〕
欧陽予倩、胡兒訳「演劇改革の理論と実際（其の一）」
〔2-7〕
起山「六分の一説」〔8-9〕
小雨訳「英語」〔10-14〕
佐藤英麿「抒情詩二編」〔15〕
楠窟太「上海文壇戯詩」〔15-16〕
山口慎一「大連雑詠」〔16〕
胡兒「二人の愛国者」〔17-19〕
陳影湖「旱芹菜」〔19-21〕
内山生「或日の対話」〔22-24〕
山本初枝「ものはづけ」〔24〕
升屋治三郎「読書人と犬」〔24-27〕
「HODGE-PODGE―編輯雑記―」〔28〕
（のん・しやらん）〔29-32〕黄色の別紙
231603_多摩大研究紀要_No.21_本文-4校.indb   84 2017/01/24   19:06:31
